
News Release 
   
 
 

【報道機関からのお問い合わせ】   コーポレートコミュニケーション部  03-6733-3033   dic-press@ma.dic.co.jp 
【お客様からのお問い合わせ】     ポリスチレン営業グループ       03-6733-6216 

2022 年 7 ⽉ 8 ⽇ 
 
 
〒103-8233 東京都中央区⽇本橋 3-7-20 

ディーアイシービル 
 

DIC と SAP、ブロックチェーンを使⽤した廃プラスチックのトレーサビリティ 
システム構築の実証実験を開始 

－プラスチックの資源循環を促進し、サーキュラーエコノミーの実現に貢献ー 
  

DIC 株式会社（本社︓東京都中央区、社⻑執⾏役員︓猪野薫、以下「DIC」）は、プラスチックの資源循環を促
進するため、SAP と連携しブロックチェーン（分散型台帳）技術※１を使⽤した廃プラスチックのトレーサビリティ（⽣産
流通履歴の追跡）システム構築の実証実験を開始しました。 

 
DIC は、プラスチックの⾷品容器をはじめ幅広い⽤途で使われる合成樹脂であるポリスチレンの製造・販売をしていま
す。当社はサステナビリティ戦略の重要施策として、注⼒市場である⾷品パッケージ市場における循環型社会の実現を
⽬指しています。2020 年 11 ⽉には、パートナー企業と協働でポリスチレンの完全循環型リサイクルの取り組みについて
発表し、両社が保有する技術および回収・リサイクル体制を最⼤限に活⽤する新たなモデル構想を打ち出しました。 
同取り組みでは、マテリアルリサイクルに適していない市場回収品を再⽣するため、ケミカルリサイクル技術を⽤いてポリスチ
レンを原料であるスチレンモノマーに還元する完全循環型リサイクルの実現を⽬指します。 

 
昨今、サステナビリティの観点で世界的にプラスチック素材のリサイクル需要が⾼まっています。リサイクル原料を使う際に
求められるのが、リサイクル原料の出⾃や含有物質の情報です。 

 
今回の実証実験は、SAP の GreenToken システムを利⽤して、⽣産の初期段階からサプライチェーンに沿って原材料
を追跡し、リサイクル原料の製造⼯程や検査⼯程、物性情報や品質情報などを可視化することを⽬指します。これによ
り、顧客が再⽣プラスチックを使⽤する際、その製品にどの程度のリサイクル原料が含有しているか提⽰することが可能に
なります。 
 
GreenToken はプライベートブロックチェーン技術を活⽤
することでサプライチェーンの透明化を図るとともに、プラス
チック素材の原材料から製品の製造・販売・使⽤、回
収、粉砕を経て再利⽤されるまでの資源ライフサイクルに
おける過程を追跡するシステムです。同システムではデジ
タルツイン技術※2 を活⽤し、原材料の出⾃に関連する
固有の属性や、カーボンフットプリント、市場回収品の出
⾃、サステナビリティ認証データなどの情報をトークン※3 に
記録します。トークンを発⾏することで、リサイクル原料が
他の原材料と混合して新たな製品を⽣産した場合でも、
そのリサイクル原料を追跡することが可能です。 
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当社執⾏役員、パッケージングマテリアル製品本部⻑ 森⻑祐⼆は次のように述べています。 
「循環型経済に対する消費者の強い意識が、持続可能なパッケージングに対する需要を⾼めています。SAP の
GreenToken チームとの協働は、持続可能な環境への配慮を⽀援し、プラスチックのリサイクルを促進しながら、ケミカル
リサイクルによる完全循環型エコシステムを実装するという当社の使命をサポートしてくれます」 

 
Green Token by SAP は、SAP の社内起業プログラムにより開発されたソリューションであり、その共同設⽴者である
James Veale ⽒は次のように述べています。「ケミカルリサイクルは、循環型経済への移⾏を加速させる鍵になります。し
かし、廃プラスチックを化学的にリサイクルしてサーキュラープラスチックが得られたとしても、従来からある供給源からのプラス
チックと⾒分けがつきません。私たちのソリューションは、それが本当にサーキュラープラスチックであることを証明し、完全で
監査可能なサプライチェーンの透明性を提供します」 
 
DIC グループは、⻑期経営計画「DIC Vision 2030」において、持続可能な社会実現のための重要施策として、サー
キュラーエコノミーへの対応をサステナビリティ戦略として掲げています。今後、当社の注⼒市場である⾷品パッケージ⽤途
において、顧客やサプライヤーと協同しサプライチェーン全体で循環型社会の実現を⽬指します。 
 

※１ブロックチェーン技術とは、全ての履歴を連続的に記録する「不可逆」なデータベース技術のこと。全ての関係者がアクセス可能であ

り、またデータの改ざんが不可能であることから、原材料や製品の⽣産流通履歴を追跡するトレーサビリティでの活⽤が有効。可能。  

※２デジタルツイン技術とは、現実の空間を仮想世界で再現する技術のこと。ネット空間上に⼯場や⽣産現場などを忠実に再現し、 

現状把握や未来予測、⽣産・管理の効率化などに役⽴てることが可能。 
※3 トークンとは、ブロックチェーン技術を⽤いて発⾏された暗号資産のこと。GreenToken では、特定の原材料や製品について、現実 

の空間における数量を表現する際にトークンを⽤いる。 

  

以 上 
 
DIC 株式会社について 
DIC は⽇本で有数のファインケミカルメーカーのひとつであり、DIC グループの中核企業です。DIC グループは、世界全体で Sun Chemical 

Corporation を含む約 190 の⼦会社によって構成され、60 を超える国と地域で事業を展開しています。グループ全体として、⼈々の⽣

活に⽋かせない包装材料 、テレビや PC 等のディスプレイに代表される表⽰材料 、スマートフォンなどのデジタル機器や⾃動⾞に使⽤される

⾼機能材料を提供するグローバルリーディングカンパニーと認知されています。これらの製品を通じて、社会に安全・安⼼、彩り、快適を提供

しています。DIC グループは持続可能な社会を実現するため、社会変⾰に対応した製品や社会課題の解決に貢献する製品の開発にグル

ープ⼀丸で取り組んでいます。連結売上⾼ 8,000 億円を超え、世界全体で 22,000 名以上の従業員を有するなか、DIC グループはグロ

ーバルで様々なお客様に寄り添っていきます。詳しくは、https://www.dic-global.com/ をご覧下さい。 

 
SAP について 
SAP の戦略は、あらゆる企業がインテリジェントエンタープライズになるよう⽀援することです。SAP は、エンタープライズ・アプリケーション・ソフト

ウェア市場のリーダーとして、あらゆる業種・規模の企業の成功を⽀えており、世界中の商取引売上の 87%は、SAP のお客様によって⽣み

出されています。SAP のマシンラーニング、IoT、⾼度なアナリティクスの技術により、従業員がより価値の⾼い成果に集中でき、持続可能な

成⻑を実現する企業のあり⽅である「サステナブル・インテリジェントエンタープライズ」へとすべての企業が変⾰できるよう⽀援することを戦略に

掲げています。さらに、⼈々や組織が的確なビジネス判断を⾏うための洞察⼒を深めるサポートをし、⾼い競争優位性を実現するための協

業を促進しています。よりシンプルになった SAP の技術により、企業はボトルネックにわずらわされずに⽬的に沿ってソフトウェアを最⼤限に活
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⽤できるようになります。SAP のエンド・ツー・エンドのアプリケーションスイートとサービスは、世界 25 業種における企業および公共事業のお客

様が利⽤し、ビジネスにおいて利益を上げ、絶え間ない変化に適応し、市場における差別化を実現するサポートをしています。お客様、パー

トナー、社員、ソートリーダーなどのグローバルネットワークを通して、SAP は世界をより良くし⼈々の⽣活を向上させることに貢献しています。

（ www.sap.com ） 


